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令和7年産惚ろにがうり統一目揃え会議が開催されました

6月24日（火）、JA茨城むつみ三和地
区園芸部会による令和7年産惚ろにがうり
の統一目揃え会議が開催されました。本
会議は、ブランド価値の維持と品質向上
を目的に、毎年行われています。
目揃え会議では、生産者の他、市場関

係者、古河市役所、JA関係者が出席し、
品質管理や生育状況の確認を行いました。
審査項目として、イボの状態やツヤ、曲
がりの有無などを確認し、味だけでなく
見た目も良い品物が並びました。今後出
荷されるにがうりは厳格な基準で審査さ
れ、高品質なものがA品として選別されま
す。

令和7年産の惚ろにがうりは、ハウス栽培のものが6月上旬から、露地栽培のものが7月上旬から
出荷され、8月の上旬から中旬にかけて出荷のピークを迎える見込みです。
普及センターでは、今後も生育調査や技術支援を行い、惚ろにがうりの高品質・安定生産に向け

た活動を支援していきます。

６月27日（金）に、坂東市４Hクラブが、独立行政法人 国際協力機構（JICA）およびアフリカ地
域の農業普及員の現地研修を受け入れました。本研修は「青年農業者育成と農業普及活動」を学ぶ目
的で行われており、坂東市４Hクラブは数年前からこの研修を受け入れています。今回は、アフリカ
９か国、11名の研修員が参加し、クラブ員７名で対応しました。
まず、クラブ員の根深ネギ栽培ほ場及び作業場にて、栽培概要の説明や手掘りでの収穫作業及び皮

むきの実演が行われ、研修員は見慣れないネギや機械に興味津々な様子でした。研修員からは「定植
時の苗の深さはどれくらいか」、「育苗中に葉を何度か切る目的はなにか」と技術的な質問が多くあ
がりました。
次に、普及センターに移動し、４H

クラブなど青年農業者や組織活動に
ついての意見交換を行いました。研
修員からは「４Hクラブの『４H』の
意味はなにか」、「４Hクラブの活動
内容は？」などの質問がありました。
クラブ員からは、アフリカと日本の
気候の違いを質問するなど、貴重な
交流の機会となりました。
普及センターでは、今後も関係機

関等と連携して、青年農業者の活動
を支援していきます。

現地研修の様子

目揃え会議の様子



８月は、６日（水）、20日（水）の

2回を予定しています。

・個人の農家の方が対象です。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には

次回の診断となります。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早

めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。
・土は乾燥させてから、持ち込みをお願いします。

８月の土壌診断実施日のお知らせ 編集後記

第１回アグリセミナー「土づくり講座」を開催しました

梅雨も明け、暑さが厳しくなっていく

この頃ですが、皆様いかがお過ごしで

しょうか。家で多肉植物を育てている

のですが、どんどん成長していく姿を

眺めながらツンツン指で突くのが最近

の日課です(-_-;)。夏の暑さで植物を

枯らさないように気をつけていきたい

と思います。（阿武）

6月18日（水）に農業大学校園芸部講堂にて、「県西広域講
座：土づくり講座」を開催し、県西地域の新規就農者等22名が
参加しました。普及センターから、（1）土壌とたい肥（2）土
壌診断の2テーマで講座を行い、土壌を改良するための基礎的
な知識や肥料成分の効果、たい肥の特徴、土壌診断の活用方法
について説明しました。また、県農業総合センターから秋田専
門技術指導員を招き、土壌採取や仮比重の計算方法について実
演を踏まえながら説明が行われました。

講座後に行った「講座内容を活用できるか？」というアン
ケートでは、５段階評価のうち4.2と高い評価をいただきまし
た。また、具体的に参考になった内容として「肥料の過不足に
よる影響」や「適正施肥のための土壌診断の重要性」などがあ
げられ、適切な土壌改良が重要であることを学ぶ良い機会に
なったようでした。
普及センターでは、今後もアグリセミナーを通して新規就農

者の技術向上や定着を支援していきます。

いばらき営農塾～野菜入門コース～ をご紹介します

「いばらき営農塾」では、野菜づくりや、農業経営を行うために
必要な基礎知識を講義で、栽培管理を実習で学びます。

研修内容
実習内容

野菜栽培各論や農業簿記などに加え、農家研修（現地研修）など
作物栽培実習（トマト、ナス、レタス他）、トンネル設置など

実施方法
講義：対面・オンライン併用（水曜日はオンラインのみ）

※一部講義を除く
実習場所 実習：農業大学校長岡キャンパス(茨城県東茨城郡茨城町長岡4070‐186)

募集定員 講義＋実習：20名 講義のみ：10名程度

受講料 講義＋実習：18,760円 講義のみ：12,500円

●申込締切・研修実施期間
申込締切：8月15日（金）
研修期間：9月24日（水）～1月31日（土）

期間内の29日間

●申込方法
事前に、普及センターに連絡の上、
申込をお願いします。（担当：遠藤）

詳しくはHPまで

土壌採取の様子

講習会の様子


